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前後C')当科での検査ではFは正常で PRLは高めてあ

i)′~11ミfiに遅延反応を示 したが.術後は正常化Lた.

術後低 Na血症は生していない.

1()上梓浸透圧刺激 と浸透圧刺激の相互作間がバ
ソ711しシン分泌に及ぼ寸断響

-新 しい分泌様式の提唱-

鴨井 - (甜 赤十字病院)

山路 徹 (東京大学第三内科)

1日 軽症高血圧に対す る kallikI･(チin経【1剤U)

効果 (続報)

-Kallikrein 的注による尿中 Na排

出量 の変化-

中村 宏志 ･中村 隆志 (中 村 医 院1

【目的】我々は昨年の本会にて,軽症高血任患 酎二村

しKallikrein経tj割けj/下 Ka剤)を長期投与した場
合に降圧効果が得られることを報告 した書今回は,Ka

剤の筋注が尿中 Na排出量とブロスタダラソディ洲こ

及ぼす影響と経口剤による降圧効果の関係につき検討 し

た.E方法ヨ対象は,非肥満の軽症高血圧身性患者 (収

縮期血任 14O--165mmHg,拡張期血圧 90--96mmHg

SO者.排球後.水 3OOmlを飲用させ60分安静とした後

(こ採尿 し.1くa剤 lOILTを筋注の上 120分後に採尿 し.

尿中 Na排出最,尿中 rr.E2,6-ket(rf二GFl(T.TXB2も

測定 した.対象者をA群 月F-投Fj一群1151g,.B群 (Ka剤

15OIU 投与群115名とし,1. 3ケ月後に血圧を測定

した.【成績】1,31r月後の平均血圧は.ti群で有意

に下降 していた.B群の Iくa芹り筋注前後の FEh.,,の増

前平均血圧)の間には rニー0.752(p<0.01)の逆相関

を認札 尿中 PGE2排雅量の増加と平均血仕の Tr降魔

cT)間iこも rニー0.709(p<0.01)の逆相関を認めた.ま

た,B群の Ka剤筋注前後の F･1_.:Nt.の増加と尿中 PGE･3

排雅量の増加との間iこr-().816Lp<0.OO51(-')相関を

認ムf)た.【結論】軽症高血圧患者iこ対 しKa却｣を長斯授

与した場合に.降圧効果は得L.:-れることが判明した.そ

の機序は,PGE2の増加による Na利尿の促進である

可能性が高いと考えられた.
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症例は18歳女性.平成5年12月左前頚部睡魔で発症.

平成6午1日当軸受診 家族歴で母親と母方tT)阻'･(tが Sipple

症候群であり同疾患が疑わflた.頚部 MRlでは右葉

上さ弧 左懲_L乱 卜部に径 10nvn程度L')結節を認めた.

正常.Ca負荷試験,ガス トリソ負荷試験は明らかに陽

性.選択的静脈サン十 日ン.グでは S＼℃ てカ′Ll;卜こ

ン ･449pgmlと高値.また,脂部Cl､では右副腎LT)腫

脹を認め,褐色細胞腫が疑われた.尿中ノルメタネフリ

ンはやや高値なるも血軌 尿中カテコラミソ3分蘭は正

常であり褐色細胞腫の確定診断はできず.ACTH,Co y -

tisoIの日内変動は正常.PTH-intact, (+ン化 Ca､

･プロう')+ン,GH,TSH.i.H.rrSH はいずIlもL-r_:.常

で副甲状腺.下垂体撤能は正常であった.8月17[川i状

腺全摘術施行.組織標本ではj)′Lシトこンが褐色に染ま

りCong(Tred染色陽性LT)丁ミロイドを認め甲状腺髄様

癌と診断.今後,副腎,副甲状腺の厳重な経過観察を要

する症例である.

13)哉 色肉芽腫性腎孟腎 炎をともなった甲状腺

癌合併,原発性副 甲状腺機能克進症 の 1例
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症例 :36歳女性.主訴は右 卜脂部痛.昭和62年 1月7

札 右水腎症のため右腎摘出鮪を施行.組織学的をこ黄色

肉芽腫性腎孟腎札 腎結石と.診断.平成6年 1札 血清

カ′しシウム高値を指摘 され当村受診.原発性副甲状腺機

能先進症と診断.頚部 CT にて,甲状腺左紫に副甲状

腺腰癌と甲状腺塵癌を認め,平成6年後月20日当院外科

にて.左副甲状腺摘出術,左甲状腺腫壕摘.Ll-I.祢fを施行.

組織学的に,副甲状腺過形成と甲状腺乳頭状腺癌と診断

した.考察 :本例は,原発性副甲状腺機能7LiI進症 (副LI･:I

状腺過形成)のために腎結石を合併 し,黄色肉芽腫性腎

孟腎炎を併発した 1例と考えるが.甲状腺乳頭状腺癌の

禽餅もあり,文献的考察を含め報告 した.


